
九 亀 市 内 重 I 発 振 調 査 線 を 言

平成 19年度国庫補助事業報告書

中 津 兵 庫 遺 跡

杵 原 町 字 上 所 地 区

郡  家  原  遺  跡

土 器 町 西 三 丁 目地 区

三 条 中 村 遺 跡

原 田町字東 三分 一 地 区

綾 歌 町 富 熊 字 沖 地 区

山 北 町 字 原 窪 地 区

郡 家 田 代 遺 跡

2008, 3

丸亀市教育委員会



」

Ｌ

Ｌ

Ｅ

Ｅ

睡

Ｆ

中

，

　

信

Ｅ

Ｅ

」

Ｆ

い

ｒ

子

―

・

‥

　

　

　

～

，

　

・

口

1.本書は、丸亀市が平成 19年度国庫補助事業として実施した丸亀市内遺跡発掘調査報

告書である。

2.今回の丸亀市内遺跡発掘調査は、中津町字兵庫・金倉町字川西地区、杵原町字上所地

区、郡家町宇人幡下地区、土器町西三丁目地区、三条町字中村地区、原田町宇東三分一

地区、綾歌町富熊字沖地区、山北町字原窪地区、郡家町宇大林上地区を対象とした。

3.調査主体は、丸亀市教育委員会である。

4.中津町宇兵庫・金倉町字)II西地区、杵原町字上所地区、土器町西三丁目地区、三条町

宇中村地区、山北町宇原窪地区及び郡家町字大林土地区の試掘調査は丸亀市教育委員会

近藤武司が、郡家町字人幡下地区、原田町字東三分一地区及び綾歌町富熊字沖地区の試

掘調査は同教育委員会東信男が担当して実施した。

5。 本書に用いた遺構表示の略記号は次のとおりである。

SD・ ・・溝、 SK・ ・・土坑、 SP・ ・・ピット (柱穴)

6.出土遺物及び実測図等の資料整理は、谷口梢、北山多佳子及び平井佑典が行つた。

7.本書の執筆は、近藤、谷日、北山及び平井が分担して行い、編集は、近藤が行つた。

8.本書の測量図の縮尺は、スケールで表示した。また、方位は世界測地系による方位(T.

N.)及び磁北 (M.N。 )で表示した。

9.本書の上層断面図に記載してある「土色」は、農林水産省技術会議事務局監修・財団
法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 2004年 版』による。また、本文中に
も一部でこの「土色」記号を使用した。

10.本書中の一部の挿図については、丸亀市が作成した都市計画図 (10, 000分 の
1:平成 18年承認番号第 25号)及び旧綾歌町が作成した綾歌町全図 (10, 000
分の 1:平成 13年 8月 )を使用した。

例
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第 I章 平成 19年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

丸亀市は、香川県の中央よりやや西の海岸部に位置する。東は坂出市・綾歌郡宇多津町・

同郡綾川町、南は仲多度郡琴平町 。同郡まんのう町、西は善通寺市・仲多度郡多度津町、

北には瀬戸内海が面し、岡山県倉敷市が対面している。

平成の大合併に伴い、平成 17年 3月 22日 に旧丸亀市、旧綾歌町、旧飯山町が合併し

面積は約 112団 。人口約 11万人になつている。
その新しい丸亀市の所在する丸亀平野は、県下最高峰の竜王山 (1059.9m)と 第
二の高峰大川山 (1042.9m)の 山間に源を発する土器川を主に、東から大束川、土

器川、金倉川、弘田川によつて形成された緩扇状地・氾濫原と沖積平野からなる県下最大

規模の平野である。

近年、四国横断自動車道の建設、国道バイパス建設工事などの公共開発事業に先立つ丸

亀平野各地での発掘調査が積極的に行われた結果、公々にではあるが、遺跡の所在及び内

容についてのデータが整いつつあり、その結果、遺跡の保護や啓蒙普及に関する事業が進

みつつある。

このような背景に関連し、丸亀市内の各地で民間や個人による大小規模の開発が活発で、

その対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地内やそれに近接する場所である場合も多い。丸亀市

では、埋蔵文化財の保護措置を図るための試掘及び確認調査を実施し、遺跡の所在の有無

及びその内容について確認するため、旧丸亀市では平成 4年度から、旧綾歌町では平成 8

年度から継続的に国庫及び県費補助金をあてて調査を実施してきている。今年度について

も、国庫補助金をあて同事業を継続して実施することとした。

国庫補助金申請については、平成 19年 4月 21日 付け 19文文第 12号を提出し、平

成 19年 6月 1日 付け 19教生文第 6191号 で交付決定を受けた。
今年度については、中津町字兵庫・金倉町字川西地区、杵原町字上所地区、郡家町字人

幡下地区、土器町西三丁目地区、三条町宇中村地区、原田町字東三分一地区、綾歌町富熊

宇沖地区、山北町字原窪地区、郡家町字大林上地区で遺跡の所在の有無を確認するための

試掘調査を実施した。

中津町字兵庫・金倉町字川西地区では、工場建設に先立つ試掘調査を実施した。東の金

倉川を挟んだ対岸一帯には周知の埋蔵文化財包蔵地である『道下遺跡 (弥生～近世 :包含

地)』 が広がつていることや、古代条里型地割の存在が古くから知られており、関連する遺

跡の展開が考えられることから試掘調査を実施する必要があると判断した。

作原町字上所地区では、商業施設の建設が計画されたことに伴う試掘調査を実施した。

当該地北東域には、『杵原町西村遺跡 (古代 :包含地)』 が隣接していたり、南西域には『田

村遺跡 (弥生～古代 :包含地)』 が所在する。さらに東方の程近い位置には、『杵原土居構

城跡 (中世 :城館)』 の所在が知られており、それらに関連する遺跡の展開が考えられるこ
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とから、試掘調査を実施する必要があると判断する必要があると判断した。

郡家町宇人幡下地区では、共同住宅建設の事業計画に伴う試掘調査を実施した、北側に

近接する『郡家原遺跡』が当該地まで展開する可能性が高いものと考えられ、試掘調査を

実施必要があると判断した。

土器町西三丁目地区では、分譲住宅建設用地開発に伴い試掘調査を実施した。中河川で

ある清水川の右岸域に所在する当該地の対岸側には『土器町 C遺跡 (古墳時代 :包含地)』

や『山北 1号墳 (中世 :墓 )』 が知られているが、該当地の直近では調査事例が無かつたこ

とから、周辺の遺跡分布状況や地理的状況から推浪Jして試掘調査を実施することとなつた。

三条町字中村地区では、分譲住宅建設用地開発に伴うものであるが、調査対象地の直近

では調査事例が無く、半径 500m以 内に『中村新池遺跡 (中世 :包含地)』、『宮池遺跡 (古
代 :包含地)』、高松自動車道用地では、『郡家原遺跡 (弥生～古代 :集落)』、『三条黒島遺

跡 (旧石器～弥生 :包含地)』、『三条番ノ原遺跡 (弥生～中世 :包含地)』 など多くの遺跡

が所在しており、遺跡分布状況や地理的状況から考えると、十分遺跡の所在が推測される

ことから、試掘調査を実施する必要があると判断した。

原田町字東三分一地区では、分譲住宅開発の事業計画に伴い試掘調査を実施した。調査

対象地の北側には、丸亀市を代表する『中の池遺跡 (弥生 :包含地)』 の存在があり、南側

には、広範囲な微高地上に広がる善通寺原田町の『五条遺跡 (弥生時代 :大規模集落)』 の

存在が明らかで、当該地の周辺にも弥生時代の集落が展開する可能性が考えられるため行

うこととなつた。

綾歌町富熊宇沖地区では、電気通信施設 (携帯 。自動車電話)の建設計画に伴い試掘調

査を実施した。調査対象地は、周知の埋蔵文化財包蔵地『行末西遺跡 (弥生～古墳 :集落)習

の北端に隣接しており、検討した結果、関連する遺跡の展開が予怒されるため、試掘調査

を実施する必要があると判断した。

山北町字原窪地区では、商業施設の建設計画に伴い試掘調査を実施した。調査対象地南

に田村池があり、その池南東半部に『田村池遺跡 (弥生～古代 :包含地)』 が存在しており、

そこから北東方向にやや安定した微高地が延びている。その同一線上に当該地があること

から関連する遺跡が展開している可能性が考えられることから試掘調査が必要であると判

断した。

郡家町字大林上地区では、店舗建設計画に伴い試掘調査を行つた。調査姑象地に隣接す

る区域では、これまでに調査実績がないことから遺跡の分布状況は不明であつたが、周辺

の『郡家田代遺跡 (旧石器～古代 :集落)』、『サ|1西北原遺跡 (中世～近世 :包含地)』、『領

家遺跡 (古墳 :包含地)』 の所在が明らかで、この地域にも遺跡の所在が十分に期待できる

ことから、事前調査を実施することとした。

これら9件の調査を実施した結果、中津町字兵庫。金倉町宇川西地区で『中津兵庫遺跡ゴ、

三条町宇中村地区で『三条中村遺跡』の 2遺跡を新たに発見することができた。そして、

郡家町字人幡下地区で『郡家原遺跡』、郡家町字大林上地区で『郡家田代遺跡』の 2遺跡を
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追力H登録することとなつた。

その他の地区では、理蔵文化財の所在が確認できなかつたことや、検出内容が極めて希

薄であつたこと等から遺跡としての取り扱いは不要であるとの結論に至った。

これ―らの調査にようて得られ|た資料に基づき、それぞれ|の開発事業者と理蔵文化財の保

存について協議し、適―切な保護を図ることができた。

また、今後計画される開発などにもこれらの成果を反映し、文化財の保護に役立てたい。

以上、九亀市内で計画された9件の事業に伴う試掘調査を実施した。

平成 19年度の丸亀市内遺跡発掘調査1事業は、平成 19年 4月 1日 から開始し、平成 2
0年 3月 31日 に終了した。
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中津町字兵庫・金倉町字川西地区(中津兵庫遺跡)

杵原町字上所地

郡家町字八幡下地区 (郡家原遠跡)
土器町西三丁目地区
三条町字中村地区(三条中村遺跡)

原田町字東三分一地区

綾歌町富熊字沖地区
山北町字原窪地区

郡家町字大林上地区GF家田代遺跡)

第 1図 平成 19年度丸亀市内遺跡発掘調査対象地
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中津町字兵庫日金倉町字川西地区

【中津兵庫遺跡】





第Ⅱ章 中津町字兵庫・金倉町字川西地区試掘調査

【中津兵庫遺跡】

調査対象地

調査期間

調査面積

1.立地と環境
当該地は、丸亀平野を形成する金倉川の

下流左岸域に広が り、仲多度郡多度津町 と

の境界を共にする丸亀市最西端に位置する

低丘陵地帯である。

調査地のすぐ東側には弥生時代～近世に

かけての包含地である『道下遺跡』の存在

が確認 されている。

古代に入 り、律令国家体制により行われ

た条里型地割の存在が古くから知 られてい

る地域でもある。

そして、金倉川を挟んだ東側には中世城

館の『 中津城跡』が立地 している。

2.調査に至る経緯
第 2図 調査地位置図

周知の埋蔵文化財包蔵地外で計画 された工場建設に先立ち、埋蔵文化財の包蔵状況を確

認するために試掘調査を行 うことを 4月 24日 に決定 し、5月 15日 から調査を開始 した。

今回申請 された地区では、建物位置などの計画が未定のため最大限の範囲を調査対象 と

し、計 15ヶ 所の トレンチを設定 した。掘削は重機により行つた。調査の結果を 6月 5日

に香川県教育委員会に提出し、協議 した結果、調査区域中央部及び南西部が『 中津兵庫遺

跡』 として登録 された。

3.調査の概要
ほば調査地全域で明黄褐色系のシル ト質粘細砂のベース面を確認 し、溝・土坑などの遺

構も検出した。以下、特徴的な トレンチについて記述する。

【1ト レンチ】

耕作上を取り除くと整地上が広がり、その下から明黄褐色シル ト質細砂のベースと考え

中津町字兵庫・金倉町字川西

平成 19年 5月 15日 ～ 5月 1
438だ (ト レンチ掘削面積 )

地 内 (全 42筆 )

8日
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銹／

匠三コ 遺跡指定範囲

0                              50m

第 3図  トレンチ配置図

-14ト レシテ

13ト レンチ

7ト レンチ

9ト レンテ

6ト レラチ

10ト レンチ

5ト レンチ

4ト レンチ

―
15ト レンチ

ゝヽ レシテ          クトレンチ

3ト レンチ
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られる層が現れる。確認のため、 トレンチ西端で深 く掘 り下げてみたが、砂質系や粘質系
の違いが微妙に感 じられるものの別層 とは考え難く、ベース 1層 として捉えることが適当

である。

トレンチ西端から約 5mの 地点で暗灰褐色粘質上を埋土に持つ溝を検出した。幅約 2.

5m、 深 さ約 1.5mで ある。溝からは土師器片が出上しているが、小片で明確な時代を
判断することはできないが、古代より以前のものと推測できる。耕作土からは弥生土器が

出上している。

【2ト レンチ】

耕作上の下には整地上があり、次にベース面が広がる。 トレンチ南端から lmの 地点で

淡灰褐色粘質細砂の埋土を持つ溝を検出した。幅約 O.6m、 深 さ約 0.2mで 南西～北
東にかけて流れていたものと考えられる。溝からの出土遺物はない。 トレンチ西端を基点
に 4m地点から東にかけて土採痕跡が続いている。第 7図 -1土 師器の鍋の口縁部片が 1

点出上している。内面には横方向の丁寧な刷毛目調整を行 う。

【3ト レンチ】

耕作上下には、整地上が続 くが、その下層でベース面が確認できた。その面から掘 り込

まれている溝 3条、土坑 2基 を検出した。 トレンチ中央付近において、土採痕跡が確認で

き、その埋め戻 した埋土から古代～中世のものと推測できる土師器片・須恵器片が出上 し

ている。第 7図 -2は 須恵器の郵である。底径約 8.6 clllのヘラ切 りが見られ、 8世紀後
半の所産 と考えられる。第 7図 -3は 土鍋の脚部片である。第 7図 -4は 巴文様をもつ小
型の軒丸瓦である。珠紋数は 22個 、周縁の彫 りも深 く、形成も丁寧である。室町時代の

ものと考えられる。

(4ト レンチ】

1ト レンチで検出した溝の延長 と考えられる遺構が、トレンチ西端において確認できた。

埋土状況も同じく、幅・深 さも同様の形態である。出土遺物はない。

【5ト レンチ】

耕作上、整地上を取 り除くと、 トレンチ中央付近において 1・ 4ト レンチで検出した構
と埋土状況が同様な溝を検出したが、規模や方向が 1・ 4ト レンチの構 とは異なり、一連

の溝 とは考えにくい。出土遺物はない。

【6ト レンチ】

耕作上、整地上の下からベース面が現れ、 トレンチ西から9.7m地 点で幅 0,8mの

溝を検出した。溝の方向は南西～北東に流れ、埋土は黄灰色粘質上である。

(7ト レンチ】

整地上直下であるベース面から、 トレンチ東端付近で 5ト レンチで検出した溝の延長の

ものと考えられる溝を検出した。埋土や規模も同様であり、土師器が出土している。 しか

し、詳糸Ⅲな時代については不明である。

【9ト レンチ】

整地上の下のベース面から、 トレンチ西端において、 5。 7ト レンチと同様の溝を検出
した。これらは、同一の溝であると考えられる。耕作土から磁器片が出土している。
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【12ト レンチ】
今までの調査区では耕作上の下から整地上が確認されていたが、 12ト レンチでは灰黄
色シル ト質細砂の包含層を確認 した。そこからは土師器片が比較的多く出上している。こ

の トレンチでは、遺構の検出はなかつた。

【13ト レンチ】
トレンチ西端において土坑 2基 を検出した。埋土は黄灰色シル ト質細砂であり、直径 0。

15mほ どである。耕作土から下は整地上がなく、すぐにベース層が広がつている。
【15ト レンチ】
1ト レンチと4ト レンチで検出した溝の関係についての詳細な情報を得るために、 1ト
レンチの北側に調査区を設定した。耕作上の下には整地上が敷かれ、その下からは 1・ 4

トレンチの中間に位置すると考えられる溝が検出できた。あと土坑 4基 も検出した。出土

遺物はない。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 27. 0 弥生時代 溝 2条、土坑 3基 弥生土器

2ト レンチ 25, 5 中世以降 溝 1条 土師器片、陶器片

3ト レンチ 33. 0 古代 。中世以降 溝 3条、土坑 2基 土師器片、須恵器片、巴瓦

4ト レンチ 38, 0 不 明 溝 1条 無 し

5ト レンチ 32. 5 不 明 溝 1条 無 し

6ト レンチ 22 5 不 明 溝 1条 無 し

7ト レンチ 52. 0 古代 。中世 溝 1条 土師器片

8ト レンチ 68.0 不 明 無 し 土師器片、磁器片

9ト レンチ 23. 5 近世以降 溝 1条 磁器片

10ト レンチ 32. 5 不 明 無 し 無 し

11ト レン 24. 0 不 明 無 し 無 し

2ト レンチ 14. 5 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 25. 5 不 明 土坑 2基 土師器片、サヌカイ ト汗

4ト レンチ 6   0 不 明 無 し 土師器片

15ト レンチ 1 3.  5 不 明 溝 2条、土坑 4基 無 し

第 1表 中津町字兵庫・金倉町字川西地区試掘調査 トレンチ概要
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1ト レンチ

|

南 壁

a 25Y6/2灰黄色ンルト質細砂+7 5YR5/6明 掲色粘質細砂(粒合)混
0 25Y4/1黄灰色ンルト質4m砂
7 25Y2/1黒色粘質細砂(炭含)
8 25Y3/1黒褐色粘質細砂(炭含)
9 25Y5/4黄褐色ンルト質細砂
i025Y4/2贈灰黄色ンルト質細砂(やや粘質(炭含))
11 10YR6/1褐 灰色ンルト質細砂(褐色粒わずか含)
1225Y4/9オ リーフ褐色ンルト質4m砂 (褐色粒含)

1ト レンチ
1 耕作土
2 25Y6/2灰黄色シルト質細砂
3 75V6/1掲灰色シルト質細砂
■ 75Y6/1褐 灰色シルト質細砂(砂質強い)

2ト レンテ

2ト レンチ        4
1 耕作土
2 ,OYR5/4に ぷい黄褐色粘質細砂
3 5Y5/2灰オリープ色粘質細砂
4 ,OYR5/6黄褐色粘質細砂

/1325Y3/3暗 オリープ褐色シツレト質細砂粘質強い
1■ 10YR5/1褐灰色+10YR4/6褐色ンルト質細砂混
1525Y4/1黄灰色ンルト質細砂(粗砂含)
1625Y5/2暗灰黄色+25Y4/,黄 灰色ンルト質細砂フロック状混
1725Y5/2暗灰黄色シルト質細砂
1825Y4/1黄灰色ンルト質細砂
1925Y4/,黄灰色ンルト質細砂+25Y5/3黄 褐色粗砂混
2025Y6/,黄灰色■25Y7/2灰 黄色ンルト質細砂混
El 10YR5/1揚 灰色シルト質細砂
22 10YR5/1褐 灰色粘質組砂
23 25YO/8明黄褐色ンルト質細砂

４５

‐
‐
‐
‐

ｍ“

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

南 壁

―3ト レンチ
 L:弄

弓ァξ手
正三夏

|

|

3ト レンチ
, 耕作土
2 25Y6/2灰黄色粘質細砂(褐色粒多含)
a 25Y7/1灰 自色ンルト質細砂(炭少含)
4 itlYR6/8明 黄掲色粘質組砂

4ト レンチ
1 耕作土
2 床土
3 25Y4/1資灰色ンルト質組砂(粘質強い)(10YM/6褐 色粒混)
■ 2SY3/1黒 IIB色粘質(炭含)
S 10VR4/3に ぶい黄掲色ンルト質細砂(10YR4/6褐色粒多混)
0 25Y6/2灰黄色シルト質細砂
7 10YR4/3に ぷい黄褐色ンルト質細砂(10YR4/6褐色粒多混)
125V6/4に ぷい黄色砂質土混)
8 10YR3/3暗 褐色ンルト質細砂(粘質強い(炭わずか含))
9 10YR3/3暗 褐色シルト質細砂(粘質強い)+25Y6/6明 黄褐色砂質土混(炭わずか含)
10 10YR3/3暗 褐色シルト質細砂(炭含)
11 10YR4/1褐 灰色シルト質細砂■25Y5/2暗灰黄色砂質土混
1225Y5/3黄褐色ンルト質細砂(やや砂質強い)
13 10YR4/1褐 灰色ンルト質細砂■25Y5/2暗灰黄色砂質土～25Y6/4にぶい黄色粗砂混
14 10YR4/1褐 灰色+25Y7/2灰 黄色ンルト質細砂ブロック状混
15 10YR4/1褐 灰色シルト質細砂+25Y5/2贈 灰黄色粗砂(かなり組い)
(10YR4/6褐色粒混)
1625Y2/1黒色シルト質細砂■10YR7/2灰 自色砂質土混
17 10YR4/1褐 灰色シルト質組砂+25V7/6明 黄褐色粘質細砂プロック状混
lS 25YS/1黄灰色シルト質細砂
19 2SY7/1灰白色十iCIYR5/6黄褐色ンルト質を田砂混
2025Y7/6明黄褐色粘質細砂

4ト レンチ

|

壁南

0                         2m

トレンチ平面・土層断面図 (1)第 4図

-9-



|

南 壁

|
6ト レンテ
1 耕作土
2 床土
a 25Y4/1黄灰色粘質上十彦5Y5/6黄 掲色粘質細砂フロック状混(Mn含 )
4 25Y5/6黄褐色粘質細砂6れ,含 )

6ト レンチ

南 壁
5ト レンチ
1 耕作■
2 床土
3 25Y4/1黄灰色ンルト質組砂(粘質強い)(10YR4/6裾 色粒混)
4 25Y3/1黒褐色粘質土(炭含)
5 iOYR4/9に ぷい黄褐色ンルト質細砂(ltlYR4/6褐色粒多混)
6 25Y6/2灰黄色ンルト質組砂
7 1CIYR4/3に ぶい黄褐色ンルト質細砂(10h R4/6褐色粒混)
+25Y6/4に ぷい黄色砂質土混
8 10YR5/2灰黄褐色シルト質細砂(卜崎餅)
9 25Y5/1黄灰色ンルト質組砂
1025Y4/1黄灰色ンルト質細砂
11 25YS/1黄灰色シルト質細砂
12 10YR4/1掲 灰色ンルト質細砂+2 5YS/2暗 灰黄色砂質上混
1310Y庶3/1黒 褐色粘質上
14 111YR4/1褐 灰色ンルト質細砂+25Y5/2暗 灰黄色粗砂(かなり粗い)
(10VR4/6褐色粒混)
1525Y2/1黒色シルト質細砂+10h4R7/2灰 白色砂質土混
1625Y6/4にぷい養色粗砂+10YR4/1掲灰色ンルト質細砂わずかに混
1725Y7/6明黄褐色粘質細砂

5ト レンテ

7ト レンチ

４５

１

１

‐

‐

４６

１

１

１

！

４８

１

１

１

１

ф
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

５。

‐

‐

‐

‐

ｍ

娼

―
―
１
１

４９

‐
‐

‐

‐

∞

―
―
―
―

7ト レンチ

7ト レンチ
1 耕作土
2 床土
3 攪乱
4 ,OYR4/1褐灰色シルト質細砂
5 10YR5/2灰黄褐色ンルト質細砂(10YR4/6褐色粒わずか混)
6 10YR4/1禍灰色ンルト質細砂(101R4/6掲色粒少混)
7 10YR4/3に ぶい黄褐色ンルト質細砂(10YR4/6褐色粒多混)
46S 10YR4/1禍 灰色～3/3暗褐色ンルト質細砂(粘質強い)(炭含)

十 li轟 麟 :壱とし,零麟 翻 6褐色粒励
12 10YR3/1黒 褐色粘質ンルト(炭含)壁南

13 10YR3/2黒 褐魯粘質ンルト(炭わずか含)
,4 10YR5/2～ 4/2暗灰黄色ンルト質細砂(炭少含)
15 10YR5/2暗 灰黄色ンルト質細砂(10YR4/6掲色粒わずか混)
16 10YR2/2黒 褐色粘質ンルト(炭多含)
17 10YRS/2暗灰黄色ンルト質細砂+25Y5/6黄 褐色粘質細砂ブロック状混
18 10YR2/2黒 褐色粘質シルト
19 10YR4/1褐 灰色ンルト質細砂+26Y5/6資 褐色粘質細砂ブロック状混
20 10YR4/1褐灰色ンルト質細砂キ25Y5/6黄 褐色粘貨細砂プロック状混(炭含)
2125Y5/6黄 褐色粘質細砂+25Y2/1黒 色ンルト質細砂混
2225Y5/6黄 褐色粘質細砂+25Y2/1黒 色ンルト貨細砂承 ol～ 2rrn砂粒含)
2325Y5/6黄 褐色粘質細砂

――――  i9

8ト レンチ

8ト レンチ
1 耕作土
2 競乱
3 床土
4 礫混10YR7/21こぶい黄橙色ンルト質細砂
キTOVRS/6黄褐色糧砂混(ゆ 2crnわ ずか含)
5 礫混25Y5/之 暗灰黄色細砂〈ゆ3cm以下わずか含)
0 25V6/2灰黄色ンルト質細砂lMnbずか含)
7 礫混25Y6/2灰 黄色細砂(0 10cm以下含)
8 2 5YS/1黄灰色ンルト質細砂(やや粘質強い)

9 25Y6/2灰黄色ンルト質細砂(25Y6/6明 黄掲色粒混(卜時等))
1025Y6/3にぷい黄色細砂+25Y5/6黄 褐色ンルト質細砂マープル状混
1125Y4/1黄灰色ンルト質細砂(粘質強い)
1225Y6/3にぷい黄色ンルト貨細砂(25Y6/6明 黄褐色粒混)
1925Y9/9暗オリープ褐色ンルト質細軟粘質強い)

'425Y6/2灰
黄色粘質細砂

+25Y3/3暗 オリーブ褐色シルト質細砂(25Y6/6明 黄褐色粒混)混
1525Y6/2灰黄色粘質細砂(25Y6/6明 黄褐色粒混)

0                         2m

(× 7ト レンチ平面図はS‐ 1:1001

第 5図  トレンチ平面・土層断面図 (2)

西 壁
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Ｉ
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9ト レンチ

南 壁

9ト レンチ
1 耕作土
2 撹乱(整地■)
3 床土
4 10YR4/1褐 灰色ンルト質細砂(山含)
5 10YR4/1褐 灰色ンルト質細砂(粘質強い)(Mn少含)
6 10VR4/1褐 灰色～3/3暗 オリープ掲色ンルト質細砂(粘質強いX炭含)
7 10YR4/1褐 灰色ンルト質細砂(10Y餡 /6褐色粒混)
ユ iOYR3/2黒 掲色シルト質細砂(粘質強い)
9 10YR3/2黒 掲色粘質ンルト(Mna)
,α 10YR3/2黒掲色シルト質細砂(粘質強い)lMna)
相 25Y7/6明 黄褐色粘質細砂+,OYR3/p黒 褐色粘質ンルトフロック状混
12,CIYR3/1黒 褐色粘質ンルト(炭わずか含)
13 1CIYR3/2黒 褐色粘質シルト(炭わずか含)
1425Y7/6明賓褐色粘質紙砂+10YR2/2黒褐色粘質ンルトノロック状わずか混
15 10YR2/2黒 褐色粘質ンルト(炭多含)
16?5Yア /6明責褐色粘質細砂+10YR2/2黒 褐色粘質ンルトプロック状混(炭多合)
,725Y7/6明黄福色粘質細砂

12ト レンテ
, 耕作土
2 25Y6/2灰黄色ンルト質極細砂
3 25Y5/1責灰色ンルト質細砂(25Y5/6黄 掲色粒多混)6時雪)
4 5Y6/1灰色シルト質細砂(粘質強い)+25Y6/31こ ぶい黄色ンルト質細砂
+10YR4/6褐色ンルト質細砂プロック状に混lMn含 )
5 25Y6/3にぷい黄色シルト質細砂
+10YR4/6褐色ンルト質細砂プロック状混(博h合 )

9ト レンチ

10ト レンチ

| |

|

12ト レンチ

南 壁

14ト レンテ
1 耕作■
, 25Y6/3に ぶい黄色シルト質細砂
十10YR4/6褐 色シルト質細砂プロック状承 Mn含 )

15ト レンチ
1 耕作主
2 25Y4/2暗 灰貢色ンルト質細砂(25Y5/6黄 掲色粒多混)
3 2う YS/2暗 灰費色ンルト質4m砂 (25Y5/6黄 褐色粒混)
4 25YS/1資 灰色ンルト質細砂(粘質強いX25YS/6黄褐色粒混)
5 25Y5/2暗 灰黄色ンルト質細砂(25Y5/6黄 褐色粒少混)
6 10YR3/3暗褐色粘質ンルト(25Y5/6黄 褐色粒少混)
7 25Y6/2灰黄色ンルト質細砂(2 SV5/6黄褐色粒少混)
a 25Y7/6明 黄掲色シルト質細砂(2 5YS/6黄 褐色粒ブロック状混)

15ト レンチ

10ト レンチ
1 耕作土
2 撹苦し(整地土)
3 2う Y7/2灰 黄色粘質級砂+10YR4/6褐色粘質組砂プロック状混
4 床土

11ト レンチ

5 10YR6/6明 費褐色粘質41H砂 +25Y7/2灰 黄色ンルト質細砂ブロック状混

|   |
南 壁

|   |
南 壁

2 2う Y6/9にぷい黄色シルト質細砂
+,OYR4/6褐色ンルト質細砂ブロック状混(M愉)

第 6図  トレンチ平面・土層断面図 (3)

|

11ト レンチ
1 耕作土
2 10YR6/2灰褐色シルト質細砂
3 25Y6/2灰黄色ンルト質細砂(粘質強い)
4 ,OYR4/1褐 灰色ンルト質細秋砂資強い)
5 ,OYR6/6明 黄褐色粘質細砂
+25Y7/2灰 黄色ンルト質細砂プロック状混

愕巖 |=士鶏 1齢ンテ 檸レ
1 耕作土

(× 9ト レンチ平面日は S=1:iOO)

15ト レンチ

― H―



4。 まとめ

調査の結果、 1・ 4・ 5。 7・ 9。 15ト レンチにおいて、幅約 2.Om、 深 さ約 1.
5mの暗灰褐色粘質土系の埋上を持つ溝を検出した。溝の底には粗砂が堆積 してお り、し
つかりと水が流れていた痕跡が伺える。この地域に広がる条里型地割の遺構 との関連が考

えられたが、 1ト レンチの溝からのみ土師器片が出上 してお り、弥生時代～古墳時代にか

けてものと考えられ、溝の方向性の違いやその他の溝から出土遺物が無いことから条里型

地割 との関連性は低いものと推測する。

この地域一帯は全体的にベース面を削 り取られたようで、耕作土直下には整地上が敷か

れてお り、当時はもつと高い微高地であつた可能性が考えられる。

調査地北端の一部ではあるが、包含層が確認できたことから調査地及びその周辺に遺跡

の展開が見られることが明らかとなつた。上師器片が比較的多く出上していることなどか

ら、北に向かうにつれ、遺跡が広がって行 く、もしくは良好に残存 している可能性が高い

ものと考えられ、今後周囲の開発事業に対 しては注意が必要である。

調査地東側に位置 している『道下遺跡』や、調査地周辺に広がっている条里型地割に関

連する遺構の存在が予測されていたが、今回の調査において確認 した遺構 との関連性を完

全に否定できるものではない。検出した溝も多度津町側に延びる可能性は高いと考えられ

る。

, 2ト レンチ
2 3ト レンチ 2層
3 3ト レンチ 2層
4 3ト レンチ

0                       10cm

第 7図 出土遺物実測図

発珍理
ψ
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雷景琴IIII 1鞠

調査区全景 :南東から 調査風景 :西から

1ト レンチ大溝確認状況 :北から 15ト レンチ大溝確認状況 :南西から

4ト レンチ大溝確認状況 :北から 5ト レンチ大溝確認状況 :北から

図版 1 中津町字兵庫・金倉町字川西地区試掘調査 (1)
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魏
‐
lj! ´

― Piと縛
9ト レンチ大溝確認状況 :北から

8ト レンチ大溝確認状況 :東から

3ト レンチ小溝確認状況 :西から

図版 2 中津町字兵庫・金倉町字川西地区試掘調査 (2)

..ィlrl´ ,「ri■ 11- ■ ri｀ |ミ藤
7ト レンチ大溝確認状況 :北から
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3ト レンチ土坑確認状況 :東から

13ト レンチ土坑確認状況 :東から

6ト レンチ小清確認状況 :西から

金倉町字川西地区試掘調査 (3)

-15-

埋め戻 し作業風景

|

図版 3 中津町字兵庫・



第7図 -1 第7図 -2

第7図 -3 第7図 -4

図版 4 中津町字兵庫・金倉町字川西地区試掘調査 (4)
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杵原町字上所地区





第Ⅲ章 杵原町字上所地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

杵原町字上所 38
398、 399-

406-1、 40
平成 19年 5月 2
糸勺2 0 9.  8 nf (

5-2、  395-1

1、 399-2、 40

7-1、 408-1

1日 ～ 5月 23日

トレンチ掘 削 面積 )

395

1-3、

3、 396

05-7、

397、

05-9

一
　

４ 4

1.立地 と環境
調査地は、香川県の主要幹線道路国道 1

1号線 と県道丸亀三好線 との交差点の南西

沿いに位置 し、丸亀平野を形成する中心で

ある南北に流れる土器川の左岸域に位置す

る。

調査地の北東域には古代包含地で知 られ

る『杵原町西村遺跡』が所在 し、南西域に

は弥生～古代包含地の『 田村池遺跡』が所

在する。 さらに東方の程近い位置には中世

城館である『杵原土居構城跡』の所在が知

られている。

第 8図 調査地位置図

2.調査に至る経緯
杵原町字上所地区における商業施設建設計画に伴い、事業者から埋蔵文化財の所在の有

無及びその取 り扱いについての照会文書が平成 19年 5月 2日 に提出された。市教育委員
会には当該地の埋蔵文化財包蔵状況の資料が整っていないことから試掘調査調を 5月 21
日から 5月 23日 にかけて実施 した。
今回照会のあった地区内に 13ヶ 所の トレンチを設定 した。掘削作業は、重機により実
施 し、 トレンチ配置図 。遺構平面図・土層断面図の作成及び写真撮影のため、人力により
トレンチ内を精査 し、調査を実施 した。

-17-



回蓮11号岳
高松方面
→

!Ⅲ″／

トレンチ

~―
・ ――_____  3ト レンチ

が
11ト レンチ

第 0図  トレンチ配置図
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西 壁

「   1  1

叫 レンチ 1 21

|====当 !逹 希 1灰 白齢 隠呻 コ ∝mtta
3 礫混 10YR4/6掲色粗砂(o3～ 10crnか なり多含 )

2ト レンチ

3ト レンテ

4ト レンチ
, 耕作土
2 25Y7/6明黄褐色シルト質組砂(粘質強い)(褐色粒混)
3 25Y7/6明黄褐色シルト質組砂(粘質強い)(Mn合 )
4 25Y6/1黄灰色ンルト質細砂(粘質強い)(褐色粒混)
5 礫混25Y5/3黄 褐色粗砂(φ 3cm以 下含)

|

北 壁

東 壁

! ~ 1  1

10トレンチ`
「

十~―一二~__|

2ト レンチ
1 耕作土
2 25Y6/3にぶい黄色シル ト質細砂(褐色粒混)
3 礫混25Y7/1灰白色組砂(03～ 10cm多含)
4 礫混 ,OYM/6褐 色糧砂 (φ 3～ 10cmかなり多含 )

3ト レンチ

ク 25Y4/3オ リーブ褐色ンルト質細砂(掲色粒まばら混)
3 25Y7/6明褐色ンルト質細砂(lvln含 )

ｍ
‐―
―
―

東 壁

5ト レンチ

|

西 壁

|

7トレンチ
 !τttIこ≡τ:毘琵

=ゴ

′

5ト レンチ
1 耕作土
2 礫混?5Y6/2灰黄色IE砂 (ゆ 3～ 15c輸 )

7ト レンチ
1 耕作土
2 2 5VS/2暗 灰黄色シル ト質細砂(Mn 土器片含)

_ 9 25Y6/6明 黄褐色粘質ンル ト

い 15m   (25V6/2灰 黄色ンル ト質細砂粒多混)
4 25Y5/1黄 灰色粘質シル ト(やや砂質)
(2 5YS/6黄 掲色砂質粒ノロック状混)

5 5Y5/1灰色組砂(水湧く)

―
  キーーーーーーニ

。______
8ト レンチ

6ト レンテ
6ト レンチ |

9ト レンチ

8ト レンチ
耕作土

?5Y5/1黄 灰色粘質ンル ト+25Y6/6明 黄褐色粘質ンル トブロック状混
礫混?5Y6/2灰 黄色細砂(φ l～ 5cm含 )

耕作土
25Y7/6明 黄掲色シルト質組砂+く さり礫少混
礫混?5Y6/6明 貢掲色狙砂(o5m含 )
?5V6/3に ぶい黄色粗砂

ｍ

ｌ

３ｍ

‐
‐
‐
‐

壁

2 耕作■+25Y5/6黄 掲色+25Y6/1黄 灰色粘質シルトブロック状混
3 25Y5/6黄褐色+25Y6ノ 1黄灰色粘質シルトプロック状混

Ю 彫 ンエ __
1 耕作上
2 25Y7/6明黄掲色～ンルト質細砂(粘質強い)+耕作土マープル状混(撹乱)
3 25Y7/6明黄掲色粘質ンルト+25Y5/6黄 褐色粘質ンルトマーブル状混
■ 25Y6/'黄 灰色ンルト質細砂(粘質強い)+25Y5/6黄 褐色絡質シルトフロック状混

|

西 壁

12ト レンチ

9 礫混25Y5/3黄掲色ンル ト質糾砂(03～ 20cm含)

SD

相市チ産
=耳
圭当 !1屏~~ヽ二_裂れ轍∝絢   チ4 25Y6/2灰養色粘質■+25Y5/6責 褐色シルト質細,

5 礫混25Y6/1黄 灰色組砂(やや狙いXゆ 5cm以 下
o             1             2m                                    i 耕作土

|     |     | ド妹経チ         :錘霊鵡寄そ蕉:星と拙 §醜亀紹髯鼻多a
:羹 枷 ぢ祀 勘 帥 強 ぃ :鍵 雛 嚢 ‰

罫

節 翁

25Y6/3に ぶい黄色シツレト質細砂
礫混25Y5/3黄掲色シツレト質細砂(砂質強い)(0 9cm以 下かなり多含)
礫混25Y5/2暗灰黄色砂(01～ 5cm多 含)
礫混25Y6/1黄灰色糧砂(03～ 10cm多 含)

0                        2m

(※ 3ト レンチ平面図はS‐ 1:100)

トレンチ平面・土層断面図

13ト レンチ

第 10図
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3.調査の概要
ほば調査区全域で明黄褐色系のシル ト質粘細砂のベースと考えられる層が確認できた。

遺構は、旧河川跡 (起伏状況及び底部への砂等の堆積状況による)、 溝 1条 。土坑 1基 を検

出した。

以下、特徴的な トレンチについて報告 していきたい。

【1ト レンチ】

県道丸亀三好線に沿 うように、南北に長 8.lmの トレンチを設定 した。耕作土直下で
直径 3～ 1 0 clll大 の礫が多く含まれている層があり、 さらに 0.2mほ ど掘 り下げると灰
褐色が強くなり、礫 も小粒になつていく。地下水が湧き出てきたので、掘削作業を停止 し

図面作成等を行つた。

【2ト レンチ】

国道 11号線 と平行に東西に長 さ 8.2mの トレンチを設定 した。 トレンチ東端から 4
m付近のところに地形の西肩部を検出した。 1ト レンチと同様礫を多く含んだ層からにぶ

い黄色シル ト質細砂の層 と変わつていく。

【3ト レンチ】

1・ 2ト レンチと同じ一筆の田に東西方向で長 さ6.5mの トレンチを設定 した。耕作
土直下で灰褐色の埋上を持つ溝 1条 を検出した。溝は東側 と南側に延びていくものと考え

られる。溝からは古墳時代～古代にかけてのものと推定できる須恵器片が出上 している。

【4ト レンチ】

1～ 3ト レンチと同 じ田の西端に南北方向で長 さ23.Omの トレンチを設定 した。 ト
レンチ南端で撹乱土坑を確認 した。南端から5m付近において直径約 3 0cmの 上坑を検出
したが、出土遺物は無い。 15m付 近では灰 白色細砂質層に直径 3～ 1 0cmほ どの礫をか
なり多く含む幅 3～ 4mほ どの流路跡を検出し、北北東から南南西を軸に流れていたもの
と考えられる。ベース面も旧河川に近づ くにつれ明黄褐色シル ト質細砂に牒を多く含むよ

うになる。

第 11図 -1は 須恵器の杯蓋である。 日径がやや大型化 していく傾向が見られ、 9世 紀
頃のものと考えられる。

【7ト レンチ】

国道 11号線沿いに南北方向で長 さ32.5mの トレンチを設定 した。 トレンチ北端か
ら5.5mま で耕作土直下に暗灰黄色系シル ト質細砂の包含層が確認できた。そこから須
恵器片と土師器片が出土 している。 トレンチ北端から lm付近において旧河川の肩部分 と
思われる土層の変化点を検出した。 4ト レンチ と同様に北北東から南南西にかけて軸に流

れていたものと考えられ、黄灰色系の粗砂が堆積 してお り、南に進むに連れ旧河川の検出

面が下がつてお り、 5m付近が最 も底が深いものと考えられる。南から6m付近から10
mに かけて大きく撹乱が入つている。撹乱からは土師器片が 1点 出上 した。 20m付 近か
らベース面が明黄褐色系シル ト質粘細砂に変化する。

【9ト レンチ】

調査区西端部に東西方向に長 さ 10mの トレンチを設定 した。他のベース面に比べて橙
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系色が強い。また、粘質も強い。東端から5m付近において旧河川の南東肩 と考えられる
ラインを検出した。そのラインから西では灰黄色シル ト質細砂層に礫をかなり多く含んで

いる。

【10ト レンチ】
9ト レンチの西側に南北方向で長さ19mの トレンチを設定した。耕作土直下から約 0.
4mが 境乱を受けており、明黄褐色系シル ト質細砂に耕作土や灰色粘質土がブロック状に
混ざつている。その撹乱から現代の瓦片、磁器片、土師器片、須恵器片が出上している。

【12ト レンチ】
3ト レンチにおいて遺構を検出したので、周辺の詳しい情報を得るために、 3ト レンチ

のすぐ北側に設定したc耕作土直下から下に0.4mほ ど古い段階のものと思われる整地
上があり、その下の層である黄褐色系粗砂層をベース層 と捉えた。遺構は、認められなか

つた。

【13ト レンチ】
3ト レンチにおいて遺構が検出できたので、その広がりを確認するために南側の田に東

西方向で長さ3mの トレンチを設定した。地表から下に 6 0 clllほ どは、この田を造成した
ときの花蘭土や粘土堆積層が確認できた。下から4層 は旧河川の堆積層と考えられ、礫を

かなり多く含む灰黄色系～黄褐色系シル ト質細砂が確認できた。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 8.  1 不 明 無 し 無 し

2ト レンチ 8.  2 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 6.  5 古墳時代～古代 溝 1条 磁器片、須恵器片

4ト レンチ 23. 0 古 代 土坑 1基、旧河川跡 土師器片、須恵器片

5ト レンチ 1 2.  0 不 明 無 し 無 し

6ト レンチ 28. 5 不 明 無 し 無 し

7ト レンチ 32. 5 古代～中世 旧河川跡 土師器片、須恵器片

8 トレンチ 28. O 近世以降 無 し 磁器片 2点

9ト レンチ 1 0.  0 不 明 旧河川跡 無 し

10ト レンチ 1 9.  0 古代、中世、近現代 無 し
土師器片、須恵器片

磁器片、瓦片

11ト レンチ 11. 0 不 明 無 し 無 し

2ト レンチ 2 0.  0 不 明 無 し 無 し

13ト レンチ 3. 0 不 明 旧河川跡 無 し

第 2表 杵原町字上所地区試掘調査 トレンチ概要
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1 4ト レンチ
0                                  10cm

第 11図 出土遺物実測図

4。 まとめ

調査の結果、 3ト レンチでは、オ リーブ褐色系シル ト質細砂を埋土とする溝 と考えられ

る遺構が検出できた。古墳時代～古代にかけてのもの と推定できる須恵器片が 4点 出上 し

ている。 4ト レンチでは、直径 3 0cm・ 深 さ 1 5 cIIlほ どの上坑を検出した。 しかし、遺物

などはなく、不確かなものであった。そして、 4・ 7・ 9。 13ト レンチからは、灰 白色
系砂質層に礫を多く含んだ旧河川跡 と考えられる土層 ラインを検出した。連続且つ複雑 に

流路軸が通ることから考えると、流域 としてはかなり広 く、その底部の起伏が見られる状

況である可能性もある。いずれにせよ堆積状況などから水が流れていた痕跡が残 り、礫 を

多く含むことから当時水量のある河川域であつたことが推察され、周辺地域特に微高地や

中洲上にこれ らの河川を利用 した集落が広がっている可能性も考えられる。

今回の調査では、南西部で遺構を確認することができた。微量であるが出上した遺物等

の状況から検討すると、古代頃の遺構であると考えられ、北東に位置する『杵原町西村遺

跡』 との関連が期待 されるが、その中間域が流域によつて分断されていることからも、調

査から関連付ける資料は得 られなかつた。

確認できた朔確な遺構は、 3ト レンチの溝 1条のみであつた。溝の上部は大半が削平に

より失われている状況であり、残存状況は非常に悪い。周辺に設定 した トレンチからも遺

構の展開は認められなかつた。更に、ほとんどの トレンチにおいて撹乱や農地造成のため

に削 りとられた痕跡が見られることからも、現状から遺跡の存在を確認することは極めて

困難であると考えられる。

今回の調査結果をもとに香川県教育委員会 と協議 した結果、遺構の所在は見られるもの

の極めて希薄であること、撹乱により本来の地形が失われていること等の理由から保護措

置は不要とした。
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図版 5 杵原町字上所地区試掘調査 (1)
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2ト レンチ土層状況 :南から

2ト レンチ全景 :東から
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図版 6 杵原町字上所地区試掘調査 (2)

4ト レンチ全景 :南から 4ト レンチ土層状況 :東から
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図版 7 杵原町字上所地区試掘調査 (3)
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10ト レンチ全景 :北から

10ト レンチ土層状況

11ト レンチ土層状況 :

12ト レンチ全景 :北から            12ト レ)

図版 9 杵原町字上所地区試掘調査 (5)

11ト レンチ全景 :東から

12ト レンチ土層状況 :東から
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13ト レンチ上層状況 :北から

13ト レンチ全景 :西から

第 11図 -1

図版10 杵原町字上所地区試掘調査 (6)
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郡家町字八幡下地区

【郡家原遺跡】





第Ⅳ章 郡家町字人幡下地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

【郡家原遺跡】

郡家町宇人幡下 2163-1、 2164-1

平成 19年 6月 27日

約 43だ (ト レンチ掘削面積 )

1.立地 と環境
調査地北側には、四国横断自動車道が東西

に通つてお り、その路線内は既に発掘調査が

なされている。

西から『 三条番 ノ原遺跡』、『三条黒島遺跡』、

『郡家原遺跡』、『郡家一里屋遺跡』、『郡家大

林上遺跡』、『郡家田代遺跡』 と並んでお り旧

石器時代から弥生時代以降を中心 とした遺跡

の存在が明らかになつている。

調査地は、弥生時代後期～近世にかけての

集落遺跡である『郡家原遺跡』の南に近接す

る区域であることから、関連する遺跡の展開

が考えられる。

2.調査に至る経緯
平成 19年 5月 21日 に共同住宅建設の事業計画に伴い埋蔵文化財の所在の有無及びそ
の取 り扱いについての照会文書が事業者から丸亀市教育委員会に提出されたと照会を受け

た区域は『郡家原遺跡』 と近接 してお り同様の遺跡の展開が考えられることから試掘調査

を実施 した。調査は、重機により掘削 し、人力により精査、写真及び浪J量図による調査の

記録保存を行った。

3。 調査の概要

調査区中央で十字方向に 1・ 2ト レンチを設定 し、 3ト レンチは浄化槽埋設予定地に設

定 した。

以下、 トレンチ毎の概要を記述する。
【1ト レンチ】

南北軸で幅約 lm、 長約 22.5mの トレンチを設定 した。北端で東西方向の溝跡 SD
01を検出した。検出面は、地表下 0.5mで 幅約 1.45m、 深 さ約 O.4mを 計る。
『郡家原遺跡』で検出されている奈良時代に開削された SD91の 延長のものと考えられ

第 12図 調査地位置図
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トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 23. 5 奈良時代 溝 弥生土器片、須恵器片

2ト レンチ 14. 5 弥生時代 溝 弥生土器 片

3ト レンチ 4.  O 不 明 無 し 土師質土器片

第 3表 郡家町字八幡下地区試掘調査 トレンチ概要

る。溝跡底部より須恵器片が出上 した。第 13図 -1は 、須恵器の壷の口縁である。
トレンチ中央部から南にかけて弥生土器片を含む溝 SD02～ 04の埋上が広がる。南
端に近づ くに連れ小石混 じりの黒褐色粘質土に変わる。 この層からは、弥生時代後期の支

脚片である第 13図 -2が 出上した。小片ではあるが丁寧なつ くりで外面には叩き目調整
がみ られる。

【2ト レンチ】
ほぼ中央部で SD02～ 04を確認する。埋土からは弥生土器片が出土している。溝跡
より東側では黄色ベース上を確認 した。西側は礫層が見られ、旧流路による堆積のものと

考えられる。

【3ト レンチ】

地表下約 0。 45mで 、浅い窪地がまれに見 られるが肩 日は不定形であり、はつきりし
ない。顕著な遺構の検出はなかつた。土師質の上鍋脚部片が 1点 出土している (第 13図
-3)。

4。 まとめ

調査の結果、『郡家原遺跡』で検出された溝の延長部 と考えられる弥生時代後期 と奈良時

代の溝跡を確認 した。これにより、集落地の広が りが南側にも延びていくことが確認 され

今後の開発事業には十分な注意が必要であることがわかつた。

香川県教育委員会 との協議の結果、当該箇所は周知の埋蔵文化財包蔵地『郡家原遺跡』

とし文化財保護法の適用を受けることとなつた。

1ト レンチSD01 9層
1ト レンテ 包含層
3ト レンテ 2層

第 13図 出土遺物実測図

悪
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匠三コ 遺跡指定範囲

0                                  25m

第 14図  トレンチ配置図
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郡家町字八幡下地区試掘調査 (1)
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1ト レンチSD02:南東から 2ト レンチ ベース土層検出状況 :南から

2ト レンチSD02:南東から 2ト レンチSD02:南から

図版 11



3ト レンチ全景 :南東から

第13図 -1

第 13図 -3

図版 12

第 13図 -2

郡家町字八幡下地区試掘調査 (2)
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土器町西三丁目地区





第 V章  土器町西三丁 目地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

土器 町西三丁 目

431-2

平成 19年 8月

約 72だ (ト レ

423-2 424、 425、 427 428、

8日

ンチ掘 削面積 )

1.立地 と環境
調査地は、史跡丸亀城跡東面の内濠の東側

を南に下 り、国道 11号線に達する約 250
m手前の聖池南に位置する。

聖池は清水川の途中に築かれたため池で、

右岸に位置する調査地の対岸側には『 土器町

C遺跡 (包含地 :古墳時代 )』 や『 山北 1号塚

(墓 :中世 )』 の所在が知 られている。

2.調査に至る経緯
平成 19年 7月 5日 に、分譲住宅建設用地
開発に伴い埋蔵文化財の所在の有無及びその

取 り扱いについての照会文書が提出された。

調査対象地の直近では調査事例が無かつた

ことから周知の埋蔵文化財包蔵地はなかつた

が、周辺の遺跡分布状況や地理的状況から考

第 16図 調査地位置図

えると、十分遺跡の包蔵が推測 される区域であった。その包蔵状況を確認するため、平成

19年 7月 5日 に土地所有者への立ち入 り申請を行い平成 19年 8月 8日 に試掘調査を実
施 した。

今回照会のあった地区内に 3本の トレンチを設定 して調査を実施 した。また、各 トレン

チとも地形を考慮 した うえ、東西軸にて設定することとした。

掘削は、重機により行い、精査は人力で行った。記録は、 トレンチ配置図・土層断面図
の作成及び写真撮影 とした。

3,調査の概要
試掘 トレンチは、対象区域を東西に横断するように 3本設定 したが、いずれも耕作土直下

で粘質土層が認められた。堆積状況から、丸亀平野で広 く見 られるベース (地 山)層 であ

ると考えられる。耕作土直下で、ベース層が認められることから、現在の水田に整備 され
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3ト レンチ

2ト レンチ

0                                  50m

第 17図  トレンチ配置図

る以前に大きく削平を受けていることが分かる。

全 トレンチを通 じて遺物・遺構共に認められず原状か らは埋蔵文化財包蔵地 としての資

料は全 く得ることができなかつた。

以下、 トレンチ毎の概要を記述する。
【1ト レンチ】

表面は、 0,2～ 0.3m厚 の耕作上で覆われる。耕作土直下には、整地層は見られず
灰黄色系の粘質上の堆積層 となつている。丸亀平野を形成する沖積層 と考えられる。遺物・

遺構共に認められない。

【2ト レンチ】

表面は、 0.15～ 0.25m厚 の耕作上で覆われる。耕作土直下では 1ト レンチ同様
に整地上は見られず、灰黄色系の粘質上の堆積層 となつている。

トレンチ西端付近で、耕作土直下で薄 く褐色粘質層が見られるが現在の水田に整地 した際

の床土と思われる。遺構・遺物共に認められない。

【3ト レンテ】

表面は、 0.2～ 0。 3m厚の耕作土で覆われる。耕作土直下では 1ト レンチ同様に整
地上は見られず、灰黄色系の粘質上の堆積層 となつている。ベースになつている粘質層を

分層すると、マンガンを多く含む層が上層に見られることから 1・ 2ト レンチのベース層

とは若千形成過程が異なるものと思われる。遺物・遺構共に認められない。
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第 18図  トレンチ土層断面図
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トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

トレンチ 23. 4 不 明 無 し 無 し

2ト レンチ 25. 5 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 1 .8,  7 不 明 無 し 無 し

第 4表 土器町西三丁目地区試掘調査 トレンチ概要

4。 まとめ

今回の調査では、埋蔵文化財に関係―する資料は全く得 られなかつた。大きく土地改良を

受けているようであり、旧状を掴むことができないことから、以前に遺跡が所在 していた

かどうかは不明である。

上述のことから、現在、当該地における埋蔵文化財の所在はない。よって、文化財保護

法の適用は受けないものと判断した。
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調査区全景 :西から 重機による矩掘削作業 :東から

1ト レンチ土層(0～ lm):南から 1ト レンチ土層(5～6m):南から

血
‐

図版13 土器町西三丁目地区試掘調査 (1)
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1ト レンチ全景 :東から

ン
ケ

年
，

図版14 土器町西三丁目地区識掘調査 (2)

2ト レンチ上層(20～ 21m):南から 2ト レンチ全景 :東から
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3ト レンチ土層(0～ lm):南から 3ト レンチ土層(5～6m):南から

3ト レンチ全景 :東から トレンチ埋め戻し作業風景 :南東から

図版15 土器町西三丁目地区試掘調査 (3)
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三条町字中村地区

【三条中村遺跡】





第Ⅵ章 三条町字中村地区試掘調査

【三条中村遺跡】

調査対象地

調査期間

調査面積

三条町宇中村 774、 793、 794、 795-

平成 19年 8月 21日 ～平成 19年 8月 22日

約 206ピ (ト レンチ掘削面積 )

1.立地とrn~境

調査地は、国道 11号線から県道丸亀三好線を

南に上り、高松自動車道を横断して500m程 に
位置する。県道丸亀三好線の西側には旧金比羅参

詣丸亀道である市道原人幡上線が通つており、古

くから交通の要所であつたことをうかがい知るこ

とができる。

調査地から西400mの 新池内は、『中村新池遺
跡 (中世 :包含地)』、東400mの 官池内は『宮
池遺跡 (古代 :包含地)』 として知られている。

また、北 500mの 高松自動車道用地では、『郡
家原遺跡 (弥生～古代 :集落)』、『三条黒島遺跡 (十日

石器～弥生 :包含地』)、『三条番ノ原遺跡 (弥生～

中世 :包含地)』 などが知られている。

2.調査に至る経緯
第 19図 調査地位置図

平成 19年 7月 11日 に分譲住宅建設用地開発に伴う埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱い

についての照会がなされた。調査対象地の直近では調査事例が無かったことから周知の埋蔵文化財

包蔵地はなかつたが、周辺の遺跡分布状況や地理的状況から考えると、十分遺跡の包蔵が推測され

る区域であることから試掘調査の必要性が考えられた。平成 19年 8月 6日 付けで土地所有者に対

する試掘調査の申請がおこなわれ、平成 19年 8月 21日 ～ 22日 に調査を実施した。

今回照会のあつた地区内に 7ヶ所の トレンチを設定した。掘削は、重機により行い、精査は人力

で行った。記録は、 トレンチ配置図・遺構平面図・土層断面図の作成及び写真撮影で実施した。

3.調査の概要

試掘 トレンチは、開発計画地内に 7本を設定した。周辺の田に水が張られていることから、水の

湧き出しによつて掘削できないところもあつた。特に西部は耕作土を掘削しただけで水が溜まつて
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いく状況であつたことから、 トレンチの設定はできなかつた。

以下、 トレンチ毎の概要を記述する。
(1ト レンチ】

耕作土厚約 0.22m、 整地上厚約 0.1～ 0.2mを測る。整地土直下でベース層を確認した。
北に向かい緩やかに下る谷地形が認められ、北からSD01、 02、 03の 3本の溝を検出した。
SD01は 北東～南西軸の (天幅約 0.6m、 深さ0.22m)溝 である。埋土は、暗灰黄色粘質
細砂で遺物は認められなかつた。溝の北側でピット (径約 0.2m)1基 を検出した。
中央付近では、東西軸の溝 SD02(天 幅約0,75m、 深さ約 0.2m)を 検出した。埋土は
暗い黄灰色粘質上で遺物は認められなかつた。

南端付近では、SD02と 同方向の溝 SD03(天 幅約 0.85m、 深さ約0.24m)を 検出
した。埋土は黒褐色砂礫で遺物は認められなかつた。

表土直下より須恵器片、土師器片が少量出上した。

(2ト レンチ】

2ト レンチは 1ト レンチと平行に設定され、SD01～ 03の続きを検出した。 SD03の 埋土
より上師器小片が 1点出上した。北側でピット (径約 0.25m、 径約 O.45m)2基 、南側で
ピット3基を検出した。 2基はSD03よ り先行する。埋土は灰黄色粘質細砂で、土坑である可能
性がある。

【3ト レンチ】

整地上直下でベース層を確認。東西軸の溝SD01(天 幅約 0,78m)検 出。埋土は黒褐色混
礫細砂で土師器片 1点出土。

【4ト レンチ】

耕作土直下でベース層を確認。東西軸の溝 SD01(天 幅約 0.75m)検 出。埋土は黒褐色粘
質上で遺物は認められなかつた。

【5ト レンチ】

整地土直下でベース層を確認。 トレンチ中央付近で遺構が集中的に検出される。埋上の違いや遺
構の切り合い状況から遺跡は複数時期に所属すると思われる。北の溝 SD02(天 幅 2.74m、

深さ0.14m)は 、東西軸で埋上が灰黄色シル ト質細砂で土師器片を包含する。
南側の溝 SD03(天 幅 1.85m、 深さ0.13m)は 、東西軸で埋上が灰白色混礫極細砂で
上師器片が 1点出土した。

SD02の 北肩に切られるように東西軸の溝 SD01(天 幅約 0,7m、 深さ約0.1lm)を

検出。埋土は黒褐色粘質細砂で遺物は認められなかつた。

また、この付近だけピットが集中して検出されている。検出のみなので遺物の出土はないが、溝

との切り合いも認められることから、溝遺構と同じく複数時期に渡るものと考えられる。

【6ト レンチ】

耕作土直下でベース層を確認。東西軸の溝 SD01(天 幅約 0,76m)を 検出。埋土は黒褐色
粘質細砂で遺物は認められなかつた。南端付近では整地土直下で0.2m厚 程度の灰黄色粘質細砂
層が堆積している。土師器片を多く含む包含層である。包含層直下はベース層であるが遺構は認め

られない。第 23図 -1・ 2は土師器の鍋、 3は土師器の鉢片である。 4は土師質の不明土器であ
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る。円形の穿孔の下部に取つ手状の痕跡をもつ。中世時期以降の所産と思われる。

【7ト レンチ】

耕作土厚約 0。 17m、 整地上厚約 0,12～ 0。 19mを測り、整地上直下でベース層を確認
した。 1・ 2ト レンチから続く3本の溝を検出した。東西軸の溝 SD01(天 幅約 0.55m)を

検出した。埋土は灰黄色粘質細砂である。第 23図 -5は須恵器の邦である。溝 SD02(天 幅約
0.45m)は 灰黄色粘質細砂の埋土を持つ。
SD03(天 幅約 0.84m)の 埋土は灰黄色粘質細砂で上師器片と須恵器碗片が 1点ずつ出土
している。溝の北側でピット4基を検出した。第 23図 -6須恵器の蓋 1点が出土している。日縁

端部はやや外側に開く。 9世紀頃を中心とした時代が考えられる。

~‐

!三二!!!!!!!!lliⅢ7

伴
、

ミ（）

簗帥衛

層

層

層

チ

チ

チ

6トレンテ
イトレンチ
7ト レンチ

3

0                                    10Cm

第 23図 出土遺物実測図

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 32. 7 不明 溝 3条、ピット 須恵器片、土師器片

2ト レンチ 33. 6 不明
溝 3条、ピット、
土坑

弥生土器片、須恵器片

土師器片

3ト レンチ 25. 7 不明 溝 1条 土師器井

4ト レンチ 4. 0 吉代 溝 1条 須恵器片、土師器片

5ト レンチ 25。  4 不明 溝 3条、ピット 土師器片

6ト レンチ 24. 5 中世 溝 1条 土師器片

7ト レンチ 29. 7 古代 溝 3条、ピット5 須恵器片、土師器片

第 5表 三条町字中村地区試掘調査  トレンチ概要
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調査の結果、区域内には現在の地割 りにほぼ合致する東西軸の溝が複数確認できた。埋土が異な

ることから全てが同時に存在していたものではないと考えられる。

溝の周辺にはピットも複数認められるが、調査 トレンチ内だけでは詳細までは担めない。柱根痕

跡と見られるものもあるが、大半は不明土坑である可能性が強い。

ベース層の検出面は、南西から北東にかけて下つており、各時代における造成に伴う削平が繰り

返されているようで、南都及び西部は耕作土直下でベース層が検出できる。

部分的に谷地形や落ちがあるようで、包含層が僅かに確認できる部分もみられるが、全体的に遺

構の深さも浅く本来の遺構面は消失してしまつているものと考えられる。

調査を通じて出上した遺物は、耕作土や整地上に包含されるものが主で遺構埋上に包含されるも

のは微量である。弥生土器と思えるようなものもあるが、ほとんどが土師器片や須恵器片で古代～

中世の所産であると思われる。

各 トレンチの遺構の関係は、 1ト レンチのSD02と 2ト レンチのSD02が 連続、 1ト レンチ
のSD03と 2ト レンチのSD03が 連続、 3ト レンチのSD01と 4ト レンチのSD01、 6ト
レンチのSD01、 5ト レンチのSD01が 連続するものと思われる。その他の溝は関係が不明で
ある。

4。 まとめ

今回の調査では、全てのトレンチで遺構を検出した。遺構は東西軸を基軸とする溝と、ピット(土

坑である可能性有り。)であつた。遺構は、部分的に掘り下げてみたが、浅く本来の遺構面は消失し

ていると考えられる。消失の程度は明確ではない。

今回の調査で確認できた遺構は、溝とピットであり、集落跡と思われる。遺構に伴う遺物が微量

であることから時期の特定には至らないが、遺構面上層の整地上や耕作土中で出土する土器の大半

が須恵器片や土師器片であり、古代～中世にかけた時期に属すると思われる。

これらの調査結果をもとに、香川県教育委員会と協議した結果、今回の計画地全域が『三条中村

遺跡』として周知の埋蔵文化財包蔵地に登録されることとなつた。
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調査区全景 :北から 調査区全景 :北西から

調査風景 :北から 1ト レンチSD01・ SP01検出状況 :西から

1ト レンチSD01埋土状況 :西から 1ト レンチSP01土層断面 :西から

図版16 三条町字中村地区試掘調査 (1)
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1ト レンチSD02埋土状況 :西から

1ト レンチSD03埋 土状況 :西から 1ト レンチ全景 :北から

2ト レンチSD01検 出状況 :南から

三条町字中村地区試掘調査 (2)
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2ト レンチSD02検 出状況 :南から

2ト レンチSD03の北側ピット検出状況 :南北から

2ト レンチSD03・ 周辺ピット検出状況 :北から

止

5ト レンチSD01・ 02ピ ット群検出状況 :東から

】
（
ヽ
“ぶ

図版 18 三条町字中村地区試掘調査 (3)

3ト レンチSD01検出1犬況 :南から
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5ト レンチSD03確認1犬況 :東から

7ト レンチSD03ピット群検出状況 :北から         埋め戻し状況 :南から

図版19 三条町字中村地区試掘調査 (4)

6ト レンチSD01検 出状況 :南から

7ト レンチSD01検出状況 :東から

1熱ii�議 麟 添 塩 総
7ト レンチSD02検出状況 :西から
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第23図 -1

第23図 -3

第23図 -2

第23図 -4

図版20 三条町字中村地区試掘調査 (5)

第23図 -5
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原田町字東三分一地区





第Ⅶ章 原田町字東三分一地区試掘調査
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1.立地と環境
今回開発が計画された区域は、九亀平野の

中央部からやや西寄りに位置し、丸亀市と善

通寺市の境界付近で、主要地方道高松善通寺

線の東側に広がる田園の一角に位置する。

約 500m北 には弥生時代前期末～中期初
頭の環濠集落で著名な『 中の池遺跡』がある。

『中の池遺跡』のすぐ南西側には縄文時代晩

期～弥生時代前期の『平池西遺跡』や、弥生

時代前期の『平池東遺跡』、縄文時代晩期と弥

生時代中期の『平池南遺跡』が存在 している。

約 l km南側には、広範囲な微高地上に広が

る弥生時代前期後半～中期初頭の大規模集落

が想定されている善通寺市原田町の『五条遺

跡』が存在する。これらのことから金倉川右

岸地域に遺跡が集中していることが分かる。
第 24図 調査地位置図

2.調査に至る経緯
平成 19年 8月 30日 に宅地分譲開発の事業計画に伴い、埋蔵文化財の所在の有無及び
その取 り扱いについての照会文書が提出された。今回開発が計画 された区域は、周辺に弥

生時代の集落が所在 し、これに伴 う遺跡の展開する可能性が考えられることから、試掘調

査を実施することとした。

調査は、平成 19年 9月 12日 ～ 13日 にかけて行つた。 トレンチ掘削は重機により実
施 し、人力作業によつて トレンチ内を精査 し、図面作成及び写真撮影を行つた。

調査対象地

調査面積

調査期間

原 田町宇東三分-2
2034-1、 20

平成 19年 9月 12

約 130. 6ポ (ト

032-6、 2033-1

40-4

日～ 9月 13日
レンチ掘 削面積 )

止
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第 25図  トレンチ配置図
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1 耕作土
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1 耕作■
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3 25Y4/2暗灰黄色粘質細砂$加■含)
4 10YR4海 にぷい黄褐色粘質土
5 25Y4/1黄灰色粘質細砂
6 25Y4/2暗灰黄色粗～細砂
7 25Y3/2黒褐色粗砂

0                        2m

第 26図  トレンチ土層断面図
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4ト レンチ

-56-



3.調査の概要
調査区域を 2ブ ロックに分け、それぞれに トレンチを十字に設定 した。計 4本 の トレン

チによる調査 とした。

調査の結果、全ての トレンチにおいて、耕作土直下に近世の包含層を確認 し、さらに黒

褐色粘質土層の広がる低湿地帯が存在 していたことを確認 した。そ して、 4ト レンチでは

黄灰色～黒褐色の細・粗砂の堆積 している旧流路域が低湿地帯を取 り巻 くように広がつて

いることを確認 した。下層域での遺構 。遺物の検出はなかつた。

(1ト レンチ】

地表面から約 0,75m掘 り下げた レベルから黒褐色粘質土が確認できた。弥生時代の
包含層か、大型溝の可能性も考え、確認のためさらに掘 り下げてみると、黒褐色粘質土層

は 0.lmの 厚 さで終わるが、南に広がっていくことがわかつた。更に掘 り下げると、表
土上面より1.lm下 のレベルで地山を確認 した。
耕作土直下で遺物は見 られるが、下層では遺物の出土はなかつた。遺構 も検出されなか

つた。図 27-1は 、肥前陶器碗の底部片である。内外面に 5B6/1青 灰色の釉がかか
る。

1 1ト レンチ 2層

0                                    10cm

|

第 27図 出土遺物実測図

【2ト レンチ】

1ト レンチと同様の土層が確認でき、表土上面から約 0.3～ 0.5m掘 り下げたとこ
ろで、黒褐色粘質土層を検出した。耕作土直下では磁器片が見られるが、下層では遺構・

遺物共に認められない。

【3ト レンチ】

南側のブロックに南北軸で設定 した。 1・ 2ト レンチ同様に、表土上面から 0。 3～ 0.

4m下 がつたところで黒褐色粘質土層を検出した。 トレンチ北端から6～ 7.5mの とこ
ろで、地山と考えられる褐色粘質土を確認 した。

地山面まで掘 り下げて確認 したが、遺構は検出できなかつた。遺物 も耕作土直下で微量

に見 られるのみで、下層では皆無であつた。
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【4ト レンチ】

トレンチ西側から重機により掘削を開始 し、表土上面から 0。 3～ 0.4m掘 り下げた
レベルで地山と考えられるにぶい黄褐色粘質土層を検出した。 トレンチ西端から18m付

近で黄灰色粗砂を検出し、砂層が地山と考えられる層の下に入 り込んでいくことから、 2
0m過ぎから深掘 りし、土壌堆積状況を確認 した。
表土上面から0.8m掘 り下げた面から黄灰色～黒褐色砂層が始ま り更にO.7m以 上
砂層が続き、これ以上の重機による掘削作業が困難になつたところで止めた。砂の堆積状

況などから検討すると、 18m過 ぎたあたりから、東側に向かつて旧流路域に伴 う粗砂層
が広がつている。遺構・遺物の検出はできなかつた。

4。 まとめ

今回の調査の結果、区域内において遺構を確認することはできなかつた。耕作土直下で

近世遺物を若干包含するが、下層 とのつながりは見られない。

調査区南東部で旧流域の堆積層 と考えられる粗砂層が確認 され、西半部はその流域の中

心部に位置する低湿地帯に位置するようである。

調査終了後、調査箇所は速やかに、重機によつて埋め戻 し現状に復 した。

今回の調査結果をもとに香川県教育委員会 と協議 した結果、周知の埋蔵文化財包蔵地 と

しては取 り扱わないこととなつた。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 39, 3 不 明 無 し 陶器片

2 トレンチ 27. 5 不 明 無 し 磁器片

3ト レンチ 26. 0 不 明 無 し 土師質土器片

4 トレンチ 37. 8 不 明 無 し 無 し

第 6表 原田町字三分一地区試掘調査  トレンチ概要
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調査区全景 :北西から 重機による掘削作業風景 :北西から

1ト レンチ北半部全景 :南東から 1ト レンチ全景 :南東から

1ト レンチ北端部深掘部 :北西から 1ト レンチ土層状況 :西から

図版21 原田町字東三分一地区試掘調査 (1)
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2ト レンチ全景 :西から 2ト レンチ土層状況 :南から

3ト レンチ全景 :南東から 3ト レンチ低湿地確認状況 :西から

4ト レンチ全景 :東から 4ト レンチ低湿地確認状況 :南から

図版22 原田町字東三分一地区試掘調査 (2)
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第27図‐1

図版23原劇町字東三分―地区試掘調査.(3)
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綾歌町富熊字沖地区





第Ⅷ章 綾歌町富熊宇沖地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

綾歌町富熊字沖 866-5の 一部
平成 19年 9月 18日

約 36.3だ (ト レンチ掘削面積 )

1.立地と環境
対象地は丸亀平野南東部、中大束サ十1右岸に位置

する。中大束サ|1以西は、洪積台地となり対象地と

の比高差は、20m以上となる。
調査地の西方に通る県道富熊宇多津線沿いで、

『行末西遺跡』が確認されている。弥生時代前期

～古墳時代初頭にかけての集落遺跡で南の『行末

遺跡』、『佐古川遺跡』とともに拠点集落であつた

と考えられる遺跡が広がる。『行末西遺跡』、『佐古

川遺跡』からは、縄文時代晩期の土器片も出土し

ており注目される。

2.調査に至る経緯
平成 19年 6月 19日 付けで当該地における電
気通信施設の建設に伴い埋蔵文化財の所在の有無

及びその取り扱いについての照会文書が提出され
第 28図 調査地位置図

た。計画地は、周知の埋蔵文化財包蔵地『行末西遺跡』の北端付近に近接しており、検討した結果、

関連する遺跡が展開している可能性が予想されることから試掘調査を実施することとした。田圃の

作付け状況を考え、平成 19年 9月 18日 に調査を行った。調査区域内に十字の トレンチを設定し、
掘削は重機、精査は入力によつて実施した。調査終了後は、調査箇所は速やかに重機によつて埋め

戻し現状に復した。

3。 調査の概要

アンテナ建設予定地内に 2ヶ所、十宇に試掘 トレンチを設定した。調査の結果、全体的に黄灰色

系粘質上の薄い包含層を伴い、 1点だけではあるが須恵器片が出土している。そして、深く黒色系

粘質土層が広がりを見せ、この辺りは水分を多く含んだ層が広がつていることが確認できた。

以下、 トレンチ毎に概要を記述する。
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B M(L=28 4∞ ェ)

第 29図

2 ml

トレンチ配置図

L‐ 280m

2ト レンテ

L=270m

L-280m

第 30図  トレンチ上層断面図

1 耕作土
2 床土
9 10YR6/6明黄掲色～5/3に ぶい黄掲色粘質細砂
4 25V4/2暗 灰費色粘質ンルト(組砂粒混)
0 25Y3/2黒 掲色粘質上(組砂粒混)
0 25Y5/1黄 灰色粘質上(須恵器片含)
7 25Y4/1責 灰色粘質上
8 5Y3/1オ リープ黒色粘質ンルト
α 5Y4/1灰 色粗砂
lα 5Y2/1黒 色粘賓土(有機物多含)
11 25GY4/,暗 オリーブ灰色細砂
12 25GY5/,オ リーフ灰色粘質上
135Y5/2灰オリープ色粘質上
1■ 5Y6/3オ リープ黄色粘質土
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【1ト レンチ】

厚さ0.25mの 表上を取り除くと、床上が敷かれている。その直下には0.lm厚 の包含層が
確認できた。この包含層からは、図31-1の 須恵器の短頸壷口縁片が 1点出上した。端部は内湾
気味に納まる。 6世紀中頃～後半の所産と考えられる。

包含層には黒褐色～灰色系の粘質上が 0。 35m厚で堆積しており『行末西遺跡』に伴う弥生時
代の上壌堆積かと推測されたが黒褐色～灰色系粘質上の層が終わると一転して砂の層に変わつた。

砂層は0.25m厚 の堆積を確認した。またさらに、オリーブ灰色系粘質土層が厚さ1.5m以 上
あるが、遺物の包含も遺構の検出も確認できなかつた。表土直下から2.lm下 がつた地点で水が
湧き出てきたので掘削作業を止めた。

これより、南側は砂層を検出したレベルで追いかけたが、遺構・遺物ともに検出できなかつた。

1 1ト レンチ 2層

第 31図  出土遺物実測図

【2ト レンチ】

1ト レンチに交差して東西方向に設定した。 1ト レンチと同様の上壌堆積が確認でき、 2ト レン

チも砂層を検出したレベルで重機掘削を止めた。遺構 。遺物とも検出できなかつた

4.ま とめ

今回の調査によつて対象地には埋蔵文化財の包蔵が無いことが明らかになつた。

しかし、今回の調査地では、周辺に分布をみせる弥生時代の『行末遺跡』や『行末西遺跡』の存

在などから、この周辺において遺跡の埋蔵する可能性は高いものと考えられ、今後の開発事業に対

しては注意を要するものと判断する。

今回の調査結果をもとに香川県教育委員会と協議した結果、周知の埋蔵文化財包蔵地としては取

り扱わないこととなつた。よつて、当該地において保護措置は不要であり、文化財保護法の適用を

受けないこととなつた。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 18.3 不明 無 し 須恵器片、土師質土器片

2ト レンチ 10. 5 不 明 無 し 無 し

第 7表 綾歌町富熊字沖地区試掘調査 トレンチ概要
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重機による掘削作業風景 :北から 重機による埋め戻し作業風景 :西から

1ト レンチ全景 :南から 1ト レンチ土層状況 :西から

2ト レンチ全景 :西から

図版24
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山北町字原窪地区





第Ⅸ章 山北町字原窪地区試掘調査

山北町宇原窪 19-
24-2、 31-1

平成 19年 11月 5

約 171.3ピ (ト

1、 20-1、 2

、 31-2、 32

日～ 11月 7日

レンチ掘 削 面積 )

1、

3

22-1

3、  34

、 23、

-4

調査対象地

調査期間

調査面積

24-1、

1.立地 と環境
調査地は、山北町字原窪地区を横断する国

道 11号線の南面、田村池の北面に位置する。
東の集落を隔てた ところには旧金毘羅参詣

丸亀道が南北に通る。調査地南の田村池南東

半部に『 田村池遺跡 (弥生～古代 :包含地 )』

が、北東にあたる国道 11号線・県道 204
号線の交差する地点から北東一帯に『杵原町

西村遺跡 (古代 :包含地 )』 が、東方の県道 2

04号線を隔てたところには『杵原土居構城
跡 (中世 :城館 )』 の所在が知 られている。

2.調査に至る経緯
商業施設の建設計画に先立ち埋蔵文化財の

第 32図 調査地位置図

所在の有無及びその取 り扱いについての照会がなされた。調査対象地から国道 11号線を
挟んだ北側で、昨年度に埋蔵文化財の試掘調査を実施 しているが、既に相当な削平を受け

ているようで、密度の薄い溝状遺構を僅かに確認できるのみであり、この区域の本来の状

況は未確認であった。

上記の調査結果や周辺の遺跡分布状況から考えると、田村池から北東方向にやや安定 し

た微高地が延びていた可能性がある。そこで当該地が同一線上にあることから関連する遺

跡が展開していることが予想 された。そこで、試掘調査を実施することとした。

掘削は、重機により行い、精査は人力で行つた。記録は、トレンチ配置図・遺構平面図・

土層断面図の作成及び写真撮影で実施 した。
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第 33図 トレンチ配置図

10ト レンチ

13ト レンチ

14 rt/添

＼ゞ

|

北 壁

―1ト レンチ 匡 ==こ ===コ
1ト レンチ [―――tr二一

″

=州1 耕作土
2 花衛土
3 25Y5/1黄 灰色+10YR4/4褐 色粘質細砂まばら混Q日耕作土)
4 25Y7/2灰 黄色細砂+10VR6/6明 黄掲色粘質細砂まばら混
5 礫混定6Y7/2灰黄色細砂+10YR6/6明 黄褐色粘質細砂まばら混(0 5cm以下合)

2ト レンチ
1 耕作土
2 25Y5/1黄 灰色粘質細砂
3 25Y7/1灰 白色～25Y7/2灰黄色粗砂+25Y7/4浅 黄色粘貨土混
4 25Y6/6黄 褐色+25Y6/2灰 資色粘質土まばら混
5 25V6/2灰 黄色+25Y4/6オ リープ褐色粘質土ブロック状混

|

北 壁

2ト レンチ

1   5   1
+_____一 ~― ~~~~~i

|

北 壁

3ト レンチ

4ト レンチ

4ト レンチ

3ト レンチ
1 耕作土
2 25Y7/1灰 白色～25Y7/2灰黄色粗砂■25Y7/4浅黄色粘質土混(撹乱 1)
3 撹舌し2
4 25Y6/2灰 黄色+25Y4/6オ リープ褐色粘質土混
S 25Y5/2黄 褐色+25Y6/2灰 黄色粘質土スジ状混
0 25Y4/4オ リーフ褐色+iOYR4/6褐 色粘質細砂
+25Y6/2灰 黄色粘質■スジ状涙
25Y6/2灰黄色粘質土(水分多)
25Y6/1黄灰色粘質ンルト

1 耕作■                   1        7      1
2 花筒■                   と______― =~~~~~
3 25Y6/6明 賓掲色+25Y6/2灰 黄色+25Y4/6オ リープ褐色粘質土混
4 25Y7/2灰 黄色粘質細砂～細砂
5 5Y7/3浅黄色粘質細～粗砂
6 礫混25Y4/2暗灰黄色粗砂(0 20crn以下合)
7 25Y3/1灰 白色粘質細砂

0

第 34図  トレンチ土層断面図 (1)
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|

|

ｍ弱

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

5ト レンテ

5ト レンチ
1 耕作土
2 旧耕作土
3 25Y6/1黄灰色粘質ンルト
+25Y4/6オ リープ褐色粘質細砂混

北 壁

6ト レンチ

東 壁

|

と_____生 _ L4m7ト レンチ

東 壁

7ト レンチ
1 耕作■
2 25Y7/6明黄褐色+25Y6/6明 黄褐色
+25Y4/1黄 灰色4n砂マーブル状混
3 礫混25Y7/2灰 黄色粘質細砂(01～3cm含 )

“

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

師
‐Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｍ

ｌ

|

6ト レンチ
1 耕作土
2 10YRS/6黄 褐色粘質細砂
+25Y6/1黄 灰色粘質ンルトまばら混

北 壁

9ト レンチ
i 耕作土
2 床土
3 25Y5/2暗灰黄色粘質細砂1日耕作D
4 25Y5/2暗灰黄色粘質細砂～25Y7/2灰黄色組砂～組砂
5 25Y5/6黄禍色～25Y8/3淡黄色極細砂～細砂

11ド レンチ

北 壁

― - 1   -    |
い40m 10ト レンテ 1    1     1

師
‐Ｉ
Ｉ
Ｉ

8ト レンチ              L4th

8ト レンチ
1 耕作土
2 床土
a 礫混25Y3/1灰自色細砂(0硫m以下多含)

10ト レンチ
1 耕作上
2 25Y5/2暗灰黄色+10YR7/8明黄褐色
+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂承撹乱)
0 10YR7/1灰 白色+10YR5/6責褐色粘質細砂まばら混

11ト レンチ

11ト レンチ

北 壁

1  1  !
|

12ト レンチ
1 耕作土
2 itlYR4/3に ぶい黄褐色
+25Y7/1灰 自色粘質細砂まばら混

1 25Y4/4オ リープ褐色
+10Y庶 5/8黄褐色粘質細砂まばら嵐 4ヽ礫少担含)
2 25Y5/2暗灰黄色+25Y6/2灰 黄色粘質細砂(粘質強い)混
3 25YS/4に ぷい黄色粘質細砂(砂質強い)

11ト レンテ
1 撹乱
2 10YR3/3暗 褐色粘質細砂
3 10WV/2灰黄褐色粘質細砂(褐色粒多含)
4 25Y5/2暗灰黄色細～粗砂
5 25Y6/2灰黄色+10YR6/6明黄禍色粘質ンルトまばら混
6 25Y6/3にぷい黄色+25Y4/1黄 灰色粘質細砂〈砂質かなり強い)混
7 ⊇6Y7/4浅黄色+10YR4/6褐色粘質細砂(砂質強い)まばら混

|

東 壁

北 壁

13ト レンチ
, 耕作土
2 ,OYR4/3に ぷい黄褐色
+25Y7/1灰 自色粘質組砂まばら混

第 35図  トレンチ土層断面図 (2)

師
‐１
１
１

12ト レンチ 駆 封 1/1
1    9    1,_________― ―一―_コ

14ト レンチ
1 耕作土
2 花高土
3 2 SV4/3オ リーブ褐色
Ⅲ25Y7/1灰 白色粘質細砂プロック状混

0                                     2m

北 壁

北 壁

|

|

17
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3.調査の概要
試掘 トレンチは、開発計画地内に 14本を設定 した。雑草の繁茂が激 しく、時間等の制
約によつて未調査部分をのこしたが、ほぼ全域に渡る調査が実施できた。

調査の結果、現在の水田が整備 される前の段階の水田が認められる部分もあるが、大部

分が削平によつて本来の地表面を消失 していることが明らかになつた。

調査地北東の端に位置する区域で溝状の落ちを 2箇所検出した。 SD01は 耕作土直下
から、 SD02は 耕作上下の撹乱層直下からの掘 り込みであり、包含層等持たないことか
ら現代の掘削によるものの可能性 も否定できない。

遺物 は、調査全体 を通 じて少量の上師質土器片 と

作土中等か らの発見であ り、遺構 を伴 うものは無い

磁器片が出土 しているが、いずれ も耕

【1ト レンチ】

以前工事に伴 う仮設資材置場等に利用されていたようで花聞土敷きが厚くトレンチの西

端から中央付近まで残存している。花簡上下には、整地土層があり撹乱土坑が認められる。

その下層には灰黄色系の粘質土で遺構 。遺物共に認められなかつた。わずかに旧耕作土中

で土師質土器片が出上したのみである。

【2ト レンチ】

整地上直下で褐色系の粘質上が堆積するが、その下面に起伏は見られるが遺構に伴 うも

のとは考えられない。東に向かうに連れて礫を多く含む層にかわる。地盤を形成する礫層

と考えられる。遺構・遺物共に認められなかつた。

【3ト レンチ】

耕作土中に磁器片が少量見られ、直下で撹乱土層が認められる。その下層は灰黄色系の

粘質上が堆積する。深い部分は褐色が強くなる。遺構・遺物共に認められなかつた。

【4ト レンチ】

耕作土中に磁器片が包含 されるが、遺構 とは結びつかない。耕作土直下で仮設の花開土

が薄く見られる。その下層で西に下る落ちが見られるが、単層であり撹乱に伴 う整地上の

可能性が高い。ベース層は、灰黄色系の粘質上である。遺物 。遺構共に認められなかつた。

【5ト レンチ】

整地上直下で灰黄色系の粘質上が堆積する。遺構・遺物共に認められなかつた。

【6ト レンチ】

耕作土直下でベース層 と考えられる黄褐色粘質土を確認 した。遺構・遺物共に認められ

なかつた。

【7ト レンチ】

耕作土直下で黄褐色土層が見られるが、締 りがないことから最近の整地上である可能性

が高い。その下層は、灰黄色系の粘質上である。遺構・遺物共に認められなかつた。

【8ト レンチ】

整地土直下は、礫を多く含む灰白色砂層が堆積する。地盤を形成する礫層 と考えられる。

遺構 。遺物共に認められなかつた。
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【9ト レンチ】

整地上直下で撹乱層を確認。すぐ西に水路が設置されていることから工事掘削を受けて

いるものと考えられる。東端に向かうに連れて整地上直下には灰黄色系の粘質上が堆積す

るが遺物 。遺構共に認められなかつた。ベース層 と考えられる。

【10ト レンチ】
耕作土直下で黄褐色系の粘質土がみられ、ベース層 と考えられる。遺構 。遺物共に認め

られなかつた。

【11ト レンチ】
耕作土直下で南北軸の溝状の落ちを検出 (SD01)し た。埋土には黄褐色系の粘質土
を持つが遺物は認められない。灰黄色系の粘質土が取 り巻くが、その状況から整地に伴 う

ものである可能性も考えられる。東端付近では、耕作土直下で撹乱層が見られ、その下で

天幅 1.7mを 測る南北軸の構状の落ちを検出 (SD02)し た。埋土には、中央上層に
暗褐色粘質上を持つが、それ以外はベース層のものと大差ない。遺物は包含 しない。

【12ト レンチ・ 13ト レンチ】
耕作土直下でベース層が認められる。遺物・遺構共に認められなかつた。

【14ト レンチ】
耕作土直下で仮設の花闇上が薄く見られる。その下層にはベース層が認められる。遺物・

遺構共に認められなかつた。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1 8.  2 不 明 無 し 土師器片

2ト レンチ 1 6.  8 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 7.  O 不 明 無 し 磁器片

4ト レンチ 9.  8 不 明 無 し 磁器片

5ト レンチ 9.  5 不 明 無 し 無 し

6ト レンチ 24. 5 不 明 無 し 無 し

7ト レンチ 6. 8 不 明 無 し 無 し

8ト レンチ 1 0.  3 不 明 無 し 無 し

9ト レンチ 18. 5 不 明 無 し 無 し

10ト レンチ 10. 7 不 明 無 し 無 し

11ト レンチ 2 0.  5 溝 2条 無 し 無 し

12ト レンチ 1 1. O 不 明 無 し 無 し

13ト レンチ 1 0.  2 不 明 無 し 無 し

14ト レンチ 7.  2 不 明 無 し 無 し

第 8表 山北町字原窪地区試掘調査  トレンチ概要
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4。 まとめ

今回の調査では、調査区域の北東隅で 2条の溝状の落ちを検出したのみで、残 りの範囲

では耕作土中等で微量の遺物を発見 したものの遺構は皆無であつた。ベース層の上に包含

層などの堆積層 も認められないことから既に削平を受けているものと考えられる。

検出した 2条の溝状の落ちも遺物を包含 しないことなどから遺構 と特定 し難い状況は拭

えないことなどから保護措置は不要であると考えられる。

上記内容にて香川県教育委員会 との協議 した結果、当該地については埋蔵文化財包蔵地

としての取 り扱いはしないこととした。よつて、照会のあつた区域については、文化財保

護法の適用を受けないこととなつた。
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調査区全景 :北東から 重機による掘削作業風景 :西から

1ト レンチ全景 :東から 1ト レンチ土層状況 :南から

2ト レンチ全景 :東から 2ト レンチ土層状況 :南から

図版26 山北町字原窪地区試掘調査 (1)
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3ト レンチ全景 :東から 3ト レンチ土層状況 :南から

4ト レンチ全景 :東から

. 虫議藤埼監♯手ti方 ■ヽ・.,ェⅢⅢⅢ  ●イウ増劇西護逓協脳歯E

4ト レンチ上層状況 :南から

5ト レンチ全景 :南から 5ト レンチ土層状況 :西から

図版27 山北町字原窪地区試掘調査 (2)
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6ト レンチ全景 :北から 6ト レンチ上層状況 :西から

7ト レンチ全景 :北から 7ト レンチ土層状況 :西から

8ト レンチ全景 :西から 8ト レンチ土層状況 :南から

図版28 山北町字原窪地区試掘調査 (3)
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9ト レンチ全景 :東から 9ト レンチ土層状況 :南から

子

ひ▼i=:々iF

10ト レンチ全景 :東から

11ト レンチ全景 :西から

図版29

11ト レンチSD01検出状況 :南から

山北町字原窪地区試掘調査 (4)
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11ト レンチSD01完掘 :南から 11ト レンチSD02断面 :南から

12ト レンチ全景 :東から 12ト レンチ土層状況 :南から

13ト レンチ全景 :東から 13ト レンチ上層状況 :南から

図版30 山北町字原窪地区試掘調査 (5)
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14ト レンチ全景 :北から 14ト レンチ土層状況 :西から

重機による埋め戻し作業風景 :東から 埋め戻 し状況 :南から

図版31 山北町字原窪地区試掘調査 (6)
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郡家町字大林上地区

【郡家田代遺跡】





第X章 郡家町宇大林上地区試掘調査

【郡家田代遺跡】

調査対象地

調査期間

調査面積約

郡家町字大林上 3427-4、 3428-1、 3428-3、

3429-1、 3430、 3431

平成 11月 8日 ～ 11月 12日

195.8ピ (ト レンチ掘削面積 )

1.立地と環境
調査地は、九亀平野を形成する中心である

土器川の西方 1.2 km、 高松 自動車道 と県道

18号線に挟まれた地域に位置する。
北側の高松 自動車道のところには『郡家田

代遺跡 (旧 石器～古代 :集落 )』、『サII西北原遺

跡 (中世～近世 :包含地 )』 がある。

南方 500m程 の ところには、『領家遺跡
(古墳 :包含地 )』 の所在が知 られている。

このように、この付近には既に周知 されて

いる遺跡も多く、『郡家』とい う地名からも注

目を浴びている区域でもある。

2.調 査に至る経緯 第 36図 調査地位置図
本調査は、郡家町宇大林上地区で計画 され

た開発に伴い、埋蔵文化財の所在の有無及びその取 り扱いについての照会文書が提出され

たことに起因し実施 したものである。

調査地に隣接する区域では、これまでに調査実績がないことから遺跡の分布状況は不明

であつたが、周辺の遺跡分布状況から考えると、遺跡の所在が十分に期待できる地域であ

ることから、事前調査を実施することとした。

今回照会のあつた地区内に 16ヶ 所の トレンチを設定 して調査を実施 した。

掘削は、重機により行い、精査は人力で行つた。記録は、トレンチ配置図・遺構平面図 。

土層断面図の作成及び写真撮影で実施 した。
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11ト レンチ

I    司
9ト レンチ

県道 18号線

匠三コ 遺跡指定範囲 0                                 25m

第 37図  トレンチ配置図
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